
 

6 月２８日に本校にて伊敷中ブロックの小中連携研修会を行いました。 

授業参観後，分科会にて連携を図りました。 

各分科会で確認した共通実践事項について紹介します。 

3 校の共通実践事項について 

【学習の分科会】 

〇 ２分前着席・１分前黙想 

どの学校も，取り組んでいるので，継続して取り組む。 

（小学校低学年は児童の実態に合わせて） 

〇 机上整理 

中学校では，ペンケースを出さず，机の上は整然とした状態で学習をしている。

小学校の現状としては，クラスによって学習のしつけがバラバラなところがある

ので，もう一度，職員間での確認をした上で，全校共通での実践をめざす。さらに

は，その時間の学習で，机上に何が必要なのかを自分自身でよく考える力を育てて

いきたい。 

また，机の横に必要ないものまでかけてあると，教室が雑然とした雰囲気になる

ので，適切な学習環境を整えるという意味で，机の横にかけておくものについて

も，検討が必要である。 

〇 家庭学習の充実 

中学校では，帰りの会で，その日の家庭学習の計画を記入する時間を設定してい

る。 

その日に家庭で何を学習するか考えることは，その日の学習を振り返り，次の日

の予習をすることにもつながる。しっかりと宅習でのめあてを立て，学習後に，振

り返るという充実した家庭学習をすることで，学力向上につながると思われる。 

 小学校では，まだそこまで充実した計画を立てられていない現状なので，学年の

発達段階に合わせて，少しずつでも取り組んでいけたらよい。 

【生徒指導の分科会】 

◎ ネットスリープ（夜 9時以降） 

◎ 対戦型ネットゲームの規制（呼びかけ） 

◎ あいさつ先手運動（校外でも） 

 

【特別支援教育の分科会】 

〇 2 分前着席，1分前黙想 

 小学校では，学年の発達段階に応じて取り組み，全学級で共通して行う。 

 


